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守ろう環境　マイバッグ

●「区議会だより」を折り込んでありま
す。引き抜いてお読みください。

◆主な記事◆
◎住基ネットについてお知らせします
　 ………………………………………１面
◎狭あい道路拡幅整備事業 …………６面

古紙配合率１００％再生紙を使用しています

国
が
す
す
め
る
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
区
と
し
て
、
こ
の
住
基
ネ
ッ

ト
に
参
加
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、「
広
報
す
ぎ
な
み
」
８
月　

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
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―
問
い
合
わ
せ
は
、区
民
課
調
整
担
当
へ
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
で
は
、
住
所
地

の
区
市
町
村
が
管
理
し
て
き
た

住
民
基
本
台
帳
の
情
報
の
う

ち
、「
氏
名
・
性
別
・
生
年
月

日
・
住
所
」
と
新
し
く
住
民
票

の
記
載
事
項
と
な
る
「
住
民
票

コ
ー
ド
」、そ
し
て
そ
れ
ら
の
変

更
情
報
が
、
本
人
確
認
情
報
と

し
て
都
道
府
県
を
通
じ
て
総
務

大
臣
が
指
定
し
た
指
定
情
報
処

理
機
関
（
全
国
セ
ン
タ
ー
）
に

送
ら
れ
ま
す
。

�
　

恩
給
の
支
給
や
各
種
資
格
の

申
請
な
ど
、
行
政
機
関
で
行
わ

れ
て
い
る
手
続
き
の
一
部
で
、

住
民
票
の
写
し
の
添
付
が
順
次

サ
ー
ビ
ス
内
容

不
要
に
な
り
ま
す
。

�
　

希
望
者
に
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
を
有
料

で
発
行
し
ま
す
。
こ
の
カ
ー
ド

の
利
用
に
よ
り
、
住
民
票
の
写

し
が
全
国
ど
こ
の
区
市
町
村
で

も
取
れ
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、

転
入
・
転
出
の
手
続
き
が
一
部

簡
略
化
さ
れ
ま
す
。

�
　

８
月
５
日
か
ら
、
区
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
住
民
票
に

住
民
票
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
十

　

年
８
月
か
ら
行
わ
れ

１５る
サ
ー
ビ
ス

住
民
票
コ
ー
ド
を
通
知

す
る
予
定
で
す

一
ケ
タ
の
番
号
が
記
載
さ
れ
ま

す
。

　

８
月
５
日
現
在
、
住
民
登
録

の
あ
る
方
に
、
こ
の
住
民
票
コ

ー
ド
を
郵
送
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。住
民
票
コ
ー
ド
は
、

行
政
機
関
へ
の
届
出
、
申
請
の

際
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
通
知
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

分
や
家
族
の
住
民
票
コ
ー
ド
が

ほ
か
の
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
コ
ー
ド
は
住
所
の
異

動
や
氏
名
の
変
更
な
ど
で
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

人
の
請
求
に
よ
り
変
更
で
き
ま

す
。

◇住民基本台帳とは
　住民の氏名・生年月日・
性別・住所など法律で決め
られた項目を記載した「住
民票」をまとめたものです。
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国
は
、
こ
の
住
基
ネ
ッ
ト

の
構
築
に
よ
り
、
全
国
規
模

で
効
率
的
に
本
人
確
認
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
住
民
負
担
の
軽
減

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

国
・
地
方
を
通
じ
た
行
政
改

革
の
推
進
が
図
ら
れ
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
説
明

を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
区
で
は
、
そ
の

反
面
、次
の
よ
う
な
理
由
で
、

区
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵

害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

�
個
人
情
報
を
管
理
す
る
と

こ
ろ
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
情
報
が
漏
え
い
す
る
可
能

性
が
高
ま
る
。

�
本
人
確
認
情
報
の
利
用
範

囲
が
将
来
拡
大
し
、
住
民
票

コ
ー
ド
の
下
に
様
々
な
個
人

情
報
が
収
集
、
管
理
さ
れ
る

可
能
性
が
高
ま
る
。

　

そ
こ
で
区
は
、　

年
９
月

１３

に
「
杉
並
区
住
民
基
本
台
帳

に
係
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
（
住
基
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
条
例
）」を
独
自
に
制

定
し
て
、
区
と
し
て
で
き
る

限
り
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
個
人
情
報
保
護

の
た
め
に
は
、
国
に
お
け
る

十
分
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
り
、
少
な
く
と
も
実
効
性

の
あ
る
個
人
情
報
保
護
法
の

成
立
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の

た
め
、
７
月　

日
に
国
に
対

１０

し
て
、
個
人
情
報
保
護
の
た

め
の
法
整
備
な
ど
が
講
じ
ら

れ
る
ま
で
、
住
基
ネ
ッ
ト
の

凍
結
・
延
期
を
求
め
る
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
住
基
ネ
ッ
ト

に
関
す
る
問
題
点
を
調
査
す

る
会
議
の
設
置
や
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
く
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
対
す
る

区
の
方
針
を
定
め
て
い
き
ま

す
。

　

住
基
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。 

3
・
4
面
の
ハ
ガ
キ
に
記
入
の
上
、
9
月
2
日
ま
で
に

区
民
課
調
整
担
当
へ
。

　

政
府
の
英
断
が
な
い
限
り
、
住
基
ネ

ッ
ト
は
８
月
５
日
か
ら
稼
働
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
シ
ー
ザ
ー
が
大
決
心
を
し

て
渡
っ
た
ル
ビ
コ
ン
川
の
よ
う
に
、
住

基
ネ
ッ
ト
の
稼
働
は
、
国
民
に
と
っ
て

「
国
民
総
背
番
号
」
社
会
へ
の
ル
ビ

コ
ン
川
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
Ｉ
Ｔ
社
会
や
電
子
自
治
体

づ
く
り
に
反
対
し
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
Ｉ
Ｔ
社
会
で
は
個
人

番
号
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
理
解

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
生
ま

れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
全
国
民
に
、
強
制
的
に
十
一
ケ

タ
の
通
し
番
号
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？
「
ど
こ
で
も
住
民
票

が
と
れ
る
」
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
い
人
が
、
個
人
番
号
を
申
請
し
取

得
す
れ
ば
済
む
こ
と
だ
と
思
う
の
で

す
。

　
「
強
制
的
な
通
し
番
号
」
は
、「
国
民

総
背
番
号
制
」
へ
の
道
程
で
す
。
塩
川

財
務
相
は
「
い
ず
れ
納
税
者
番
号
や
年

金
番
号
な
ど
の
統
一
化
が
望
ま
し
い
」

と
答
弁
し
て
お
り
、
国
は
今
回
の
住
基

番
号
を
国
民
共
通
番
号
化
す
る
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。
確
か
に
単
一
の
国
民

番
号
に
な
れ
ば
、図
書
館
で
本
を
借
り
、

病
院
で
治
療
を
受
け
、
納
税
を
す
る
こ

と
な
ど
を
一
枚
の
カ
ー
ド
で
で
き
て
便

利
で
す
。
し
か
し
一
方
そ
の
番
号
を
通

じ
て
、
借
り
た
本
や
か
か
っ
た
病
気
な

ど
の
個
人
情
報
を
名
寄
せ
さ
れ
る
危
険

性
も
高
ま
る
の
で
す
。
例
の
防
衛
庁
の

情
報
公
開
請
求
者
リ
ス
ト
み
た
い
な
も

の
は
、容
易
に
作
成
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
便
利
さ
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ

て
、
失
う
可
能
性
の
あ
る
も
の
か
ら
目

を
そ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
確
固
と
し
た
個
人
情
報
保

護
の
制
度
が
未
整
備
の
ま
ま
、
住
基
ネ

ッ
ト
を
稼
働
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま

し
て
個
人
情
報
保
護
法
が
未
成
立
の
中

で
の
稼
働
は
、
住
基
法
違
反
と
考
え
ま

す
。
ま
た
個
人
番
号
の
取
得
は
強
制
で

は
な
く
任
意
と
す
べ
き
だ
し
、
さ
ら
に

将
来
は
単
一
の
個
人
番
号
で
は
な
く
、

納
税
や
医
療
な
ど
目
的
別
の
複
数
番
号

制
を
め
ざ
す
こ
と
な
ど
、
健
全
な
Ｉ
Ｔ

社
会
と
な
る
た
め
、「
ル
ビ
コ
ン
川
」
を

渡
る
前
に
固
め
て
お
く
べ
き
決
意
が
あ

る
と
考
え
る
の
で
す
。

ル
ビ
コ
ン
を
渡
る
前
に

杉
並
区
長

住
基
住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
ら
せ
し
ま
す

し
ま
す�

住
基
住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
ら
せ
し
ま
す

し
ま
す�

住
基
住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
ら
せ
し
ま
す

し
ま
す�

住
基
住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
ら
せ
し
ま
す

し
ま
す�

住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す�

区区
のの
取取
りり
組組
みみ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

８
月
５
日
�

か

ら

稼

働

▲区民課窓口で
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ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
リ
ハ
ー
サ

ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

�
８
月　

日
�
午
後
１
時
〜

１７

２
時
（
０
時　

分
開
場
）
�
杉

４５

並
公
会
堂（
上
荻
１
―　

―　

）

２３

１５

�
指
揮
＝
小
林
研
一
郎
▽
管
弦

楽
＝
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
▽
曲
目
＝
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
＝
荘
厳
序
曲
「
１
８

１
２
年
」
�
無
料
�
当
日
、
直

接
会
場
へ
�
文
化
･
交
流
課
�

就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

�
　

今
年
も
三
日
連
続
で
、
遊
び

場
を
開
き
ま
す
。
木
に
登
る
・

木
を
切
る
・
泥
ん
こ
に
な
る
・

火
と
仲
良
し
に
な
る
…
ぜ
ひ
、

遊
び
に
来
て
夏
休
み
の
思
い
出

を
作
っ
て
ね
！
（
区
後
援
）

　

�
８
月　

日
�
〜　

日
�
／

２３

２５

午
前　

時
〜
午
後
８
時
、　

日

１０

２５

は
午
後
４
時
ま
で
�
水
遊
び
と

基
地
づ
く
り
な
ど
／　

日
午
後

２３

６
時
〜
「
夜
の
お
ち
ゃ
か
い
？

〜
火
を
囲
ん
で
懇
談
会
」・　

日
２４

午
後
６
時
〜
「
森
の
映
画
会
」

�
塚
山
公
園
（
下
高
井
戸
５
―

　

―　

）
�
無
料
�
当
日
、
直

２３

１２

接
会
場
へ
�
わ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
冒
険
遊
び
場
実
行
委
員

�
日
本
フ
ィ
ル 

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

時

場

内

費

申

問

他

�
冒
険
遊
び
場 

サ
マ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

時

内

場

費

申

問

会
・
檜
谷
（
じ
っ
ち
ゃ
ん
）
�

０
９
０
‐
１
８
５
５
‐
５
５
６

０
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板

h
ttp
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w
w
8
0
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p
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m
/8
0
0
9
/b
o
u
k
e
n
a
s
o

b
ib
a
.h
tm
l/

Ｅ
メ
ー
ルa

s
o

b
ib
a
@
liv
e
d
o
o
r.c
o
m
�

�
小
雨
決
行
�
暗
く
な
っ
た
場

合
、
保
護
者
同
伴
ま
た
は
送
迎

を
お
願
い
し
ま
す
�
汚
れ
て
も

い
い
服
装
と
着
替
え
、飲
み
物
、

お
弁
当
、
や
り
た
い
遊
び
の
道

具
、
焼
き
た
い
食
べ
も
の
な
ど

自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

「ab
le

（
エ
イ
ブ
ル
）」

上
映
会
―
知
的
障
害
者

の
社
会
参
加
に
つ
い
て

考
え
る
―

　

知
的
障
害
の
あ
る
二
人
の
少

年
が
ア
メ
リ
カ
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
す
る
様
子
を
記
録
し
た
映
画

「ab
le

（
エ
イ
ブ
ル
）」
を
上

映
し
ま
す
。（
区
共
催
）

　

�
９
月
８
日
�
第
一
回
＝
午

前　

時　

分
開
演
、
第
二
回
＝

１０

３０

午
後
２
時　

分
開
演
（
開
場
は

３０

開
演
の
一
時
間
前
）
�
杉
並
公

会
堂
（
上
荻
１
―　

―　

）
�

２３

１５

一
〇
〇
〇
円

◇
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

　

�
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

（
上
荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館

２９

内
�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５
）

�
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
区
役

所
内
店
／
�
�
と
も
月
〜
金
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

他

時

場

費

◇
区
民
四
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

往
復
ハ
ガ
キ（
記
入
例
参
照
・

五
名
ま
で
連
記
可
）
に
希
望
回

も
書
い
て
、
８
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
た
す
け
あ
い
ワ
ー
カ
ー

ズ
さ
ざ
ん
か
（
〒　

‐
０
０
５

１６７

１
荻
窪
５
―　

―　

サ
ニ
ー
シ

１８

１１

テ
ィ
荻
窪　

）
へ
�
た
す
け
あ

４０３

い
ワ
ー
カ
ー
ズ
さ
ざ
ん
か
�
５

３
４
７
‐
１
１
３
０

��
健
康
づ
く
り
推
進
員
公
開

研
修
会
（
前
期
編
） 

「
や
さ
し
さ
を
忘
れ
ず

と
も
に
生
き
る
ま
ち
」

っ
て
ど
ん
な
ま
ち

　

長
寿
社
会
づ
く
り
に
む
け
た

区
の
施
策
に
つ
い
て
学
習
し
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
役
割
や

地
域
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
課
題
な
ど
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

　

�
�
８
月　

日
�
８
月　

日

２２

２９

�
９
月　

日
い
ず
れ
も
木
曜
日

１２

の
午
前　

時
〜
正
午
�
区
役
所

１０

第
四
会
議
室
（
中
棟
六
階
）
�
・

�
�
魅
力
あ
る
超
高
齢
社
会
を

築
い
て
い
く
た
め
の
区
の
仕
事

の
状
況
―　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

２１

（
杉
並
区
基
本
構
想
）
の
解
説

を
交
え
て
＝
区
保
健
福
祉
部
高

齢
者
担
当
部
長
�
高
齢
者
に
や

さ
し
い
生
活
環
境
づ
く
り
�
―

高
齢
者
擬
似
体
験
か
ら
ま
ち
を

問

時

場

内

師

考
え
る
＝
東
京
ガ
ス
�
西
部
支

部
広
報
課
�
高
齢
者
に
や
さ
し

い
生
活
環
境
づ
く
り
�
―
充
実

し
た
老
後
を
送
る
た
め
の
条
件

と
は
＝
桜
美
林
大
学
大
学
院
教

授
・
杉
田
秀
博
�
区
内
在
住
の

方
�
五
〇
名
（
健
康
づ
く
り
推

進
員
を
含
む
）
�
・
�
電
話
で
、

健
康
推
進
課
�
３
３
９
１
‐
１

０
１
５
へ
（
先
着
順
）
�
後
期

編
は　

月
〜　

月
に
予
定
し
て

１０

１１

い
ま
す

�
天
文
の
夕
べ
観
望
会 

こ
と
座
リ
ン
グ
星
雲
Ｍ　
５７

　

織
り
姫
星（
こ
と
座
の
ベ
ガ
）

の
そ
ば
に
、
リ
ン
グ
・
ド
ー
ナ

ツ
形
の
星
雲
・
メ
シ
エ　

番（
略

５７

し
て
Ｍ　

）
が
あ
り
ま
す
。
老

５７

年
期
の
星
が
、
表
面
付
近
の
ガ

ス
を
宇
宙
空
間
に
放
出
し
て
い

る
、
太
陽
く
ら
い
の
質
量
を
持

つ
星
の
最
後
の
姿
で
す
。

　

�
８
月　

日
�
午
後
７
時
〜

１７

９
時
�
科
学
館
（
清
水
３
―
３

―　

）
�
区
内
在
住
・
在
勤
・

１３
在
学
の
小
学
四
年
生
以
上
の
方

（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

�
一
四
〇
名
（
先
着
順
）
�
無

料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
科

学
館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

�
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で「
天
文
の
話
」

を
し
ま
す

平
野
裕
二
と
読
む 

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

　

１
９
８
９
年
に
国
連
で
採
択

さ
れ
、
１
９
９
４
年
に
日
本
で

も
批
准
さ
れ
た
こ
の
条
約
に
つ

い
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
条
文
を

ま
と
め
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。

（
区
後
援
）

　

�
８
月
９
日
�
午
後
６
時　
３０

分
〜
８
時　

分
�
阿
佐
谷
区
民

３０

事
務
所
（
阿
佐
谷
北
２
―　

―
１８

対

定

申

問

他

時
場

対

定

費

申

問

他
時

場

　

）
�
子
ど
も
の
権
利
条
約
の

１７子
ど
も
観
�
杉
並
に
子
ど
も
の

人
権
を
守
る
し
く
み
を
つ
く
る

会
共
同
代
表
・
平
野
裕
二
�
三

〇
〇
円
（
毎
回
）、
テ
キ
ス
ト
代

一
〇
〇
〇
円
（
全
回
共
通
で
使

用
）
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

同
会
・
山
内
�
・　

３
３
９
５

FAX

‐
２
６
９
５
�
来
年
３
月
ま
で

の
毎
月
一
回
（
原
則
第
二
金
曜

日
）
開
催
予
定

夏
休
み
！
親
子
で
大
工

さ
ん
に
習
お
う

　

廃
材
を
利
用
し
て
、
車
付
き

の
花
置
き
台
を
親
子
で
作
り
ま

し
ょ
う
。

　

�
８
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２５

４
時
�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸
�
親
子
（
小
学
四
年
生
以

上
）
二
人
一
組
で
六
組
�
一
組

七
〇
〇
円
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
記

入
例
参
照
）
で
、
８
月　

日
１１

（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル

ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）

へ
�
同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３
１
‐

４
３
６
０
（
水
・
木
曜
休
館
）

親
子
で
楽
し
む 

貝
殻
ア
ー
ト
教
室

　

海
辺
に
は
多
く
の
物
が
流
れ

着
き
ま
す
。
海
浜
清
掃
で
集
ま

っ
た
流
木
・
貝
殻
・
海
藻
・
ガ

ラ
ス
な
ど
を
海
か
ら
の
贈
り
物

と
し
て
と
ら
え
、
ア
ー
ト
創
作

を
通
し
て
海
の
環
境
美
化
、
資

源
の
再
利
用
を
考
え
る
活
動
で

す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な

っ
て
創
作
を
楽
し
み
、
海
に
つ

い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

　

�
８
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２４

４
時
�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高

井
戸（
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
）

�
一
〇
〇
名
（
材
料
が
な
く
な

内

師

費

申

問

他

時
場定

費

申

問時
場

定

り
次
第
終
了
）
�
一
人
三
〇
〇

円
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�
杉

並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�

５
３
０
６
‐
３
９
３
９

�
　

�
・
�
・
�
右
表
の
と
お
り

�
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪

５
―　

―
１
）
�
区
内
在
住
・

２０

在
勤
の　

歳
代
ま
で
の
女
性
�

６０

三
〇
名
�
五
〇
〇
円
（
食
材
費

な
ど
・
初
日
に
集
め
ま
す
）
�
・

�
電
話
で
、
荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ

（
先
着
順
）

家
族
介
護
教
室

　

�
８
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２１

５
時
�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の

家
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

�
普
通
救
命
講
習
〜
普
通
救
命

費

申

問

�
ヘ
ル
シ
ー
セ
ミ
ナ
ー 

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付

き
合
う
―
心
の
深
呼
吸

し
て
い
ま
す
か
―

時

内

師

場

対

定

費

申

問
時

場

内

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込先

●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
A行事名

B住所

C氏名（フリガナ）

D年齢

E性別

F電話番号

（１人１枚）

�

�

�

〈ヘルシーセミナー〉
内容／講師月　日

リラックス法～ストレスを味方につけるには！／立教大学教授・福山清蔵９月２日∑

実演～リラックスできる足浴／保健師　　５日∫

リズム体操～楽しく動いて心のパワーアップ／体力作り指導員・大野淑美　　９日∑

調理実習～こころを元気にする食卓／管理栄養士　　１２日∫

口のもやもや解消しましょう。明日からの健康づくり／歯科衛生士　　１９日∫

※時間は、いずれも午前９時３０分～１１時３０分。５日は足の入る洗面器、タオル、９日は
運動のできる服装・上履き、１２日は三角きん、エプロン、ふきんを持参。 

申　込　み定　員入場料内容・出演日　時

当日、直接会場へ５００名
（先着順）無料

１５th Anniversary Production I.G World 
Tour 2002 in Suginami【上映】「バンパイ
ヤン・キッズ」パイロット版、I.G作品ダイ
ジェスト、I.G最新作品ほか

８月１０日º

午後
　１時開場

当日、直接会場へ５００名
（先着順）無料

ライブガイナックスLE in Suginami【上
映】庵野秀明特別編集－ガイナックスの
歴史、今秋新作「まほろまてぃっく～も
っと美しいもの～」、「アベノ橋魔法☆商
店街」【ゲストトーク】山賀博之、赤井孝
美、武田康廣

　　１２日∑

　正午開場

　夏のアニメの大イベント！最新作品、めった
に見られない作品の上映や、ゲストトークショ
ーなど盛りだくさんの内容です。（区後援）
　�８月１０日º・１２日∑�セシオン杉並（梅里
１‐２２‐３２）�左表のとおり�アニフェス実行
委員会事務局ñピィディディ�５３３５‐５８２２�詳
細と最新情報は、http://www.anifes.jpへ

時 場

内 問

他

認
定
証
を
取
得
し
よ
う
！
�
杉

並
消
防
署
員
�
無
料
（
希
望
者

の
み
テ
キ
ス
ト
代
一
〇
〇
〇

円
）
�
一
五
名
�
・
�
電
話
で
、

師

費

定

申

問

阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３

３
３
８
‐
８
６
３
０
へ
（
先
着

順
）
�
ズ
ボ
ン
な
ど
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

他

―アニフェス―
夏のアニメイベント
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１４（２００２）年８月１日（木曜日）

�
健
康
づ
く
り
支
援
事
業 

お
腹
と
脚
の 

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操

　

家
庭
で
も
続
け
ら
れ
る
体
操

で
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

　

�
８
月
９
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分
�
荻
窪
保
健
セ

３０

ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

�
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
ス
ト
レ
ッ

チ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
�
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

宮
田
秀
幸
�
三
〇
名（
先
着
順
）

�
無
料
�
・
�
電
話
で
、
荻
窪

時

場

内

師

定

費

申

問

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐

０
０
１
５
へ
�
運
動
の
で
き
る

服
装
で
室
内
用
運
動
靴
持
参

 
噛 
む
力
を
育
て
る
離
乳

か食
―
離
乳
食
初
期
―

　

�
８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２１

１０

正
午
�
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
）
�
赤
ち

２０

ゃ
ん
の
食
べ
る
機
能
の
発
達
と

離
乳
食
に
つ
い
て
の
お
話
・
調

理
実
演
・
試
食
�
区
内
在
住
の

乳
児
の
保
護
者
�
三
〇
名
�
無

料
�
・
�
電
話
で
、
荻
窪
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐
０
０

他

時
場

内

対定

費

申

問

１
５
へ
（
先
着
順
）
�
託
児
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い

新
し
い
マ
マ
の
栄
養
講
座

　

簡
単
バ
ラ
ン
ス
食
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　

�
８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２０

１０

午
後
０
時　

分
�
上
井
草
保
健

３０

セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―
８
―

　

）
�
料
理
実
習
と
昼
食
会
�

１９三
〇
〇
円
（
材
料
費
）
�
・
�

電
話
で
、
８
月　

日
ま
で
に
上

１３

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

４
‐
１
２
１
２
へ
�
エ
プ
ロ
ン
、

他

時

場

内

費

申

問

他

ふ
き
ん
、
三
角
き
ん
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

〈働く方のためのジョイフル教養講座〉

教材費講　師日　　時内　　容講座名

１５００円
NPO法人
さらプロジェ
クト講師

A＝９月２６日～２８日、B

＝１０月３日～５日、C１０
月１７日～１９日／木曜・金
曜日＝午後６時３０分～８
時３０分、土曜日＝午前１０
時～午後３時

ABコース＝パソコンにはじ
めて触れる人のための体験コ
ースCコース＝AB修了者お
よびＩＴ基礎講習修了者のた
めの発展コース（ABCいず
れも３日間）

パソコン
入門
�各１２名定

１５０円
（保険料）

ñメガロス
健康運動指導
士
佐藤　健一

１日目＝１０月５日º、２
日目＝１２日º午後２時～
４時、３日目＝１９日º（３
日目のみ、会場はメガロ
ス吉祥寺エグザス）

１・２日目＝２１世紀美容と健
康づくりのための正しい運動
と食事法／３日目＝体力づく
り、腰痛・関節予防、生活習
慣病予防などの実技

健康づくり
入門
�５０名定

　３５０円
（保険料）

小松原庸子ス
ペイン舞踊団
青木　愛子

１０月１８日～１１月２９日の毎
週金曜日（計７回）
午後６時３０分～８時３０分

音楽に合わせて踊る楽しさを
味わいながら学びます（運動
靴使用）

フラメンコ
入門
�２５名定

無料田中　智里

９月５日～１１月１４日の毎
週木曜日（１０月１０日を除
く・計１０回）
午後６時３０分～８時３０分

音のない世界のコミュニケー
ション方法をわかりやすく学
びます

手話入門
�２０名定

無料陳　蘭蘭

９月５日～１１月１４日の毎
週木曜日（１０月１０日を除
く・計１０回）
午後６時３０分～８時３０分

基礎会話と簡単な日常会話を
学びます

中国語入門
�２０名定

無料工藤　父母道
９月２１日º・２８日º

（計２回）
午後１時３０分～４時４５分

貴重な世界遺産についてスラ
イドやビデオを用いて文化の
価値や保護の理解を深め学び
ます

世界遺産保
護の現場か
ら
�３０名定

　

�
・
�
・
�
下
表
の
と
お
り

�
勤
労
福
祉
会
館
（
桃
井
４
―

３
―
２
）
�
区
内
在
住
・
在
勤

の
勤
労
者
で
全
日
程
出
席
で
き

る
方
�
無
料
（
教
材
費
な
ど
は

自
己
負
担
）
�
往
復
ハ
ガ
キ（
２

面
記
入
例
参
照
）に
科
目
名（
ハ

ガ
キ
一
枚
に
一
科
目
）、
職
業

（
勤
務
先
・
所
在
地
・
電
話
番

号
）
も
書
い
て
、
８
月　

日
１６

（
必
着
）
ま
で
に
�
杉
並
区
勤

労
者
福
祉
協
会
（
〒　

‐
０
０

１６７

３
４
桃
井
４
―
３
―
２
）へ（
抽

選
）
�
同
協
会
�
３
３
９
７
‐

２
５
２
１
（
水
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
）
�
募
集
人
数
が
一
定

数
に
達
し
な
い
場
合
は
、
講
座

を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

時

内

定

場

対

費

申

問

他

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�　

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

土曜日のパパママ学級
９月７日�午前９時２０分～正午

上井草保健センター
（〒１６７‐００２３上井草３‐８‐１９@３３９４‐１２１２）
【対象】区内在住の当日妊娠２０週以上の初産の
カップル１５組（抽選）【参加費】無料【申込方
法】往復ハガキに２人の氏名・住所・電話番号・
出産予定日、返信用のあて先を書いて、８月１５
日 （必着）までに同保健センターへ

　記入後、太線に沿って切り
取り、のりづけして９月２日
∑までにポストに投かんし
てください（切手は不要で
す）。
　ご意見は、このほか、手紙・
ハガキ・ファクス
（ＦＡＸ５３０７‐０６８７）
区ホームページ
（http://www.city.suginami.
tokyo.jp/）でも受け付けて
います。

住住民民基基本本台台帳帳
ネネッットトワワーーククシシスステテムム

にに関関すするる

皆皆ささんんののごご意意見見をを
おお寄寄せせくくだだささいい

の り し ろ �

の り し ろ �

の り し ろ �

の り し ろ �

の

り

し

ろ

�

の

り

し

ろ

�

① 住基ネットを知っていましたか？� ④ 住基ネットについてご意見を自由にお書き�

　 ください。�

あてはまる回答を○で囲んでください�

１. 知っていた�

２. 知らなかった�

３. あまり知らなかった�

４. 全く知らなかった�

② このシステムが８月５日に稼働することを

　 知っていましたか。�

１. 知っていた�

２. 知らなかった�

③ ８月５日の住基ネットの稼働について、あ　

　 なたはどのようにすべきだと思われますか。�

１. 凍結・延期すべきである�

２. 予定どおり実施すべきである�

３. どちらともいえない�

��������	
����

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１４（２００２）年８月１日（木曜日）

「
用
途
地
域
等
見
直
し
に
係
る

杉
並
区
方
針
（
案
）」
に
ご
意
見
を

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
　

区
民
の
自
主
的
自
発
的
な
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
諸
課
題
に
つ
い
て

皆
で
考
え
、
直
接
・
間
接
に
世

話
役
と
し
て
活
動
す
る
体
育
指

導
委
員
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

　

�
対
象
＝
区
内
在
住
で
、　
２０

歳
以
上
、
お
お
む
ね　

歳
以
下

６５

の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
意
の
あ

る
方
▽
任
期
＝　

年　

月
１
日

１４

１０

〜　

年
３
月　

日
▽
身
分
＝
教

１６

３１

育
委
員
会
非
常
勤
職
員
▽
報
酬

＝
月
額
八
〇
〇
〇
円
�
若
干
名

�
募
集
要
項
（
社
会
教
育
ス
ポ

ー
ツ
課
＝
区
役
所
東
棟
六
階
、

区
内
体
育
施
設
に
あ
り
ま
す
）

の
中
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
論
文
を
添
え
て

８
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社

２０

杉
並
区
体
育
指
導
委
員

内

定

申

会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
�
同
課

�
委
員
の
活
動
内
容
、
論
文
の

テ
ー
マ
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

文
化
・
交
流
協
会
職
員

　

�
募
集
人
員
＝
�
非
常
勤
職

員
（
月
一
六
日
勤
務
）
＝
一
名

�
パ
ー
ト
職
員
（
一
日
四
時
間

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）
＝
五

名
▽
勤
務
内
容
＝
販
売
コ
ー
ナ

ー
従
事
▽
要
件
＝　

歳
以
上　

１８

４０

歳
ま
で
の
方
▽
報
酬
＝
�
非
常

勤
職
員（
一
七
万
二
九
〇
〇
円
）

�
パ
ー
ト
職
員
（
時
間
単
価
一

〇
二
〇
円
）
▽
採
用
＝　

月
１

１０

日
付
�
応
募
の
動
機
の
作
文

（
四
〇
〇
字
程
度
）
と
写
真
を

は
っ
た
履
歴
書
を
添
え
、
８
月

　

日
ま
で
に
文
化
・
交
流
協
会

１６（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

１
―　

―
２
み
な
み
阿
佐
ケ
谷

１４

ビ
ル
五
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
。
書
類
選
考
の
後
、
二
次
選

考
と
し
て
面
接
を
行
い
ま
す
�

同
協
会
�
５
３
７
８
‐
８
８
３

３
手
づ
く
り
マ
イ
バ
ッ
グ

　

あ
な
た
の
作
っ
た
マ
イ
バ
ッ

問

他
内

申

問

グ
（
買
い
物
袋
）
を
募
集
し
ま

す
。
応
募
作
品
は
、　

月
の
環

１０

境
博
覧
会
で
展
示
さ
れ
、
コ
ン

テ
ス
ト
に
よ
り
優
秀
作
品
は
表

彰
さ
れ
ま
す
。

　

�
区
内
在
住
・
在
勤
･
在
学

の
方
�
郵
送
で
、
９
月　

日
ま

２０

で
に
環
境
清
掃
部
ご
み
減
量
担

当
へ
�
同
課

杉
並
ふ
れ
あ
い
農
業
推
進

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　

杉
並
の
農
業
に
関
係
す
る
写

真
を
募
集
し
ま
す
。
大
き
さ
は

自
由
で
す
。

　

�
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
�

作
品
の
裏
に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
８
月　
１５

日
〜
９
月　

日
ま
で
に
区
農
業

１６

委
員
会
（
〒　

‐
８
５
７
０
阿

１６６

佐
谷
南
１
―　

―
１
）
へ
�
都

１５

市
農
業
係
�
�
発
表
は　

月
下

１０

旬
予
定
�
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
す
�
入
賞
作
品
は
区
役
所
ロ

ビ
ー
や
、
農
業
の
イ
ベ
ン
ト
の

際
に
展
示
す
る
ほ
か
、
杉
並
の

農
業
振
興
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

�
区
制
施
行
七
〇
周
年
記
念

事
業 

杉
並
区
総
合
文
化
祭
「
区
民

文
化
の
日
」
展
示
作
品
―
区

民
の
皆
さ
ん
あ
な
た
が
主
役

で
す
―

　

毎
年
、
秋
に
開
催
さ
れ
て
い

る
杉
並
区
総
合
文
化
祭
。
今
年

か
ら
セ
シ
オ
ン
杉
並
集
会
室
で

幅
広
く
区
民
の
皆
さ
ん
の
作
品

を
展
示
い
た
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

�　

月
３
日
�
〜
５
日
�
の

１１

三
日
間
（
搬
入
２
日
、
搬
出
６

日
）
�
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

）
�
区
内
在
住
・
在

２２

３２

勤
の
個
人
ま
た
は
団
体
�
種
類

対
申問

対

申
問

他

時
場

対

内

＝
木
彫
・
手
芸
・
陶
芸
・
皮
細

工
な
ど
の
作
品
▽
規
模
＝
個
人

＝
一
人
一
点
、
自
分
で
運
べ
る

程
度
の
も
の
／
団
体
＝
展
示
パ

ネ
ル
一
枚
ま
た
は
机
一
台
に
展

示
で
き
る
も
の
�
無
料
（
実
費

は
自
己
負
担
）
�
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
記
入
例
参
照
）
に
作
品

の
種
類
・
大
き
さ
・
内
容
（
団

体
の
場
合
は
作
品
点
数
も
）・
個

人
ま
た
は
団
体
か
も
書
い
て
、

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社

２０

会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）
へ

２２

３２

（
抽
選
）
�
同
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
７
‐
６
６
２
１
�
絵
画
・

書
道
・
写
真
・
盆
石
・
愛
石
に

つ
い
て
は
９
月
の
広
報
で
募
集

予
定
。
写
真
の
申
し
込
み
に
つ

い
て
は
区
内
の
写
真
文
化
連
盟

加
盟
写
真
店
へ

�
日
本
語
交
流
会 

日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

文
化
・
交
流
協
会
で
は
毎
年
、

日
本
語
交
流
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
外
国
人
と
交
流
を
深
め

た
い
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
を
募
集
し
ま
す
。

　

�
９
月　

日
〜　

月　

日
の

２８

１１

３０

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時

�
文
化
･
交
流
協
会
交
流
係
�

募
集
条
件
＝
文
化
・
交
流
協
会

に
会
員
と
し
て
登
録
し
、
協
会

の
行
事
に
積
極
的
に
協
力
い
た

だ
け
る
方
�
二
〇
名
（
抽
選
）

�
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、
８

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
文
化
・

１６
交
流
協
会
（
〒　

‐
０
０
０
４

１６６

阿
佐
谷
南
１
―　

―
２
み
な
み

１４

阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
五
階　

５
３
７

FAX

８
‐
８
８
４
４
）
へ
。
申
し
込

み
の
方
に
は
、
必
要
書
類
を
お

送
り
し
ま
す
�
同
協
会
・
交
流

係
�
５
３
７
８
‐
８
８
３
３

費申

問

他

時
場

内

定

申

問

 〒　　　-　　　            　（　　　　　　　方）
 杉並区

住所

氏名

（　　）歳代年代男・女性別

@

（なるべくご記入ください）

��������	
����

お申し込みは広報課へ。

   
区
で
は
、
都
と
と
も
に
用

途
地
域
な
ど
の
見
直
し
を
す

る
た
め
、「
用
途
地
域
等
見
直

し
に
係
る
杉
並
区
方
針
」
を

策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

具
体
的
な
見
直
し
を
行
う
予

定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
「
杉
並
区

方
針
（
案
）」
に
つ
い
て
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。（
８
月　

日
ま
で
）

１４

　

内
容
に
つ
い
て
は
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
都
市
計

画
課
、
区
民
事
務
所
、
図
書

館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

�
都
市
計
画
課

問
用
途
地
域
＝
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�



NO.1603●５ 平成１４（２００２）年８月１日（木曜日）

　

年
度
中
学
校
卒
業
程

１４度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
、
義
務
教
育
を
猶
予

ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方
、
並
び

に
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
事
由
に
相
当
す

る
事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大

臣
が
認
め
た
方
に
対
し
、
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か

ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
の
試

験
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
文
部
科
学
省

が
実
施
し
、
合
格
者
に
は
高
等

学
校
へ
の
入
学
資
格
が
与
え
ら

れ
ま
す
。

　

�
試
験
日
＝　

月
５
日
�
▽

１１

合
格
発
表
＝　

月
上
旬
▽
願
書

１２

受
付
期
間
＝
８
月
１
日
�
〜
９

月
２
日
�
�
都
教
育
庁
学
務
部

義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課
小

中
学
校
係
�
５
３
２
０
‐
６
７

５
２

生
活
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ

ス
・
在
宅
交
流
利
用
者

　

障
害
者
福
祉
会
館
（
高
井
戸

東
４
―　

―
５
）
で
は
、
疾
病

１０

に
よ
り
心
身
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
に
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

内

問

て
い
ま
す
。（
左
表
）

　

通
所
が
困
難
な
方
は
、
送
迎

バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

�
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
８
月　

日
ま
で
に
障
害
者

３０

福
祉
会
館
�
３
３
３
２
‐
６
１

２
１　

３
３
３
５
‐
３
５
８
１

FAX

へ
�
同
会
館
�　

年
４
月
か
ら

１５

支
援
費
制
度
が
始
ま
る
た
め
、

来
年
度
か
ら
の
利
用
の
手
続

き
・
し
く
み
が
変
わ
り
ま
す
。

各
種
相
談
（
生
活
上
お
困
り
の

こ
と
、
自
立
に
向
け
て
、
就
労
、

進
路
、
医
療
、
保
健
、
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
）
は
、
電
話
・
訪
問
な

ど
で
常
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
医
療
に
つ
い
て
は
、
専
門

医
が
相
談
に
応
じ
ま
す

生
涯
学
習
活
動
の
指
導

者
傷
害
保
険
加
入
者

    
�
保
険
期
間
＝
９
月
１
日

〜　

年
４
月
１
日
▽
対
象
＝
区

１５
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
い
て
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
福
祉
・
ま
ち

づ
く
り
な
ど
生
涯
学
習
活
動
を

し
て
い
る
団
体
の
責
任
者
ま
た

は
指
導
者
で
、
無
報
酬
の
方
�

直
接
、
８
月　

日
ま
で
に
社
会

１５

教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
（
区
役
所
東

棟
六
階
）
へ
�
同
課
�
保
険
料

は
、
区
が
全
額
負
担
し
ま
す

申問

他

内

申

問

他

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
員

　

仲
間
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
個
性
や
能
力
を
伸
ば

し
ま
せ
ん
か
。

　

�
男
子
小
学
生
�
・
�
右
表

の
と
お
り
�
・
�
各
団
へ

��
　

現
在
、
区
内
全
域
の
み
ど
り

の
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

樹
木
な
ど
を
調
査
す
る
た

め
、
調
査
員
（
身
分
証
明
書
を

携
帯
）
が
、
お
宅
へ
訪
問
し
、

お
庭
や
敷
地
内
の
樹
木
の
形
状

測
定
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
係

�
　

都
で
は
、
労
働
行
政
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
、
常
用
労
働

者
が
一
〜
四
人
の
事
業
所
を
対

象
に
、
そ
こ
で
働
く
方
々
の
給

対

内

場

申

問

み
ど
り
の
実
態
調
査

問
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特

別
調
査

与
、
労
働
時
間
な
ど
を
調
べ
る

「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
」
を
、
８
月
に
実
施
し
ま
す
。

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
に
ご
記
入
い

た
だ
い
た
内
容
な
ど
は
、
統
計

以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

�
都
総
務
局
統
計
部
人
口
統

計
課
毎
月
勤
労
統
計
係
�
５
３

８
８
‐
２
５
３
４

�
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム 

エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
・
メ
ト
ロ

セ
ブ
ン
合
同
促
進
大
会

　

環
状
八
号
線
を
利
用
し
て
羽

田
空
港
か
ら
赤
羽
ま
で
を
結
ぶ

「
エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
」
と
、
環

状
七
号
線
を
利
用
し
て
赤
羽
か

ら
葛
西
臨
海
公
園
を
結
ぶ
「
メ

ト
ロ
セ
ブ
ン
」。実
現
す
る
と
区

内
の
南
北
交
通
が
改
善
さ
れ
、

便
利
で
快
適
に
な
り
ま
す
。

　

エ
イ
ト
ラ
イ
ナ
ー
・
メ
ト
ロ

セ
ブ
ン
早
期
実
現
の
た
め
、
合

同
促
進
大
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

三
遊
亭
小
遊
三
さ
ん
の
講
演

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

問

　

�
９
月
３
日
�
午
前　

時　
１１

３０

分
（
集
合
）
〜
午
後
４
時　

分
３０

（
解
散
予
定
）
�
集
合
場
所
＝

�
井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
下
井
草
５
―
７
―　

）
�
杉

２２

並
公
会
堂（
上
荻
１
―　

―　

）

２３

１５

�
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）
の

三
カ
所
（
会
場
ま
で
往
復
貸
切

バ
ス
を
使
用
）
▽
会
場
＝
日
本

青
年
館
（
新
宿
区
霞
岳
町　

）
１５

�
二
五
名
�
無
料
�
・
�
電
話

で
、
都
市
計
画
課
計
画
担
当
係

へ
（
先
着
順
）

�
障
害
者
福
祉
会
館 

臨
時
休
館
中
の
施
設
使

用
の
受
付
に
つ
い
て

　

障
害
者
福
祉
会
館
（
高
井
戸

東
４
―　

―
５
）
は
、
８
月
１

１０

日
�
〜　

日
�
は
、
内
装
工
事

３１

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　

こ
の
間
の
施
設
使
用
の
受
付

は
１
日
の
み
通
常
ど
お
り
行

い
、
２
日
以
降　

日
ま
で
は
、

３１

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
の
み
に
よ
る

仮
受
付
と
な
り
ま
す
（　

・　

・

１０
１１

　

日
を
除
く
）。

１９
　

�
同
会
館
運
営
協
議
会
事
務

局
�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１　
FAX

時

場

定

費

申

問

問

〈生活リハビリ・在宅交流利用者〉

対  　 象   　者
通所
回数

募集内容
（定員）

心身に障害がある１８歳以上
６５歳未満の区民で、病院か
ら退院したての方、在宅で
家にこもりがちな方、また
は医師が必要と認める方

週
二
回

機能訓練
（１０名）

生
活
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス

１８歳以上６５歳未満の区民
で、病気やケガの後遺症に
より言語機能に障害がある
方

週
一
回

言語訓練
（１０名）

心身に障害がある１８歳以上
６５歳未満の区民で、外出の
機会や仲間作り、いこいの
場を探している方（原則と
して、介護保険の対象者と
ならない方）

週
一
回

ふれあい
広　　場

（１０名程度）

在
宅
交
流
事
業

３
３
３
５
‐
３
５
８
１

交
通
遺
児
援
護
金
制
度

　

�
区
内
在
住
で
父
母
、
も
し

く
は
い
ず
れ
か
一
方
、
ま
た
は

後
見
人
を
交
通
事
故
で
失
っ
た

対

　

歳
未
満
の
児
童
�
援
護
金
月

１８額
＝
就
学
前
の
児
童
＝
四
〇
〇

〇
円
▽
小
学
生
＝
六
〇
〇
〇
円

▽
中
学
生
＝
八
〇
〇
〇
円
▽
高

校
生
（
準
ず
る
方
を
含
む
）
＝

一
万
円
▽
心
身
障
害
の
あ
る
方

内

（　

歳
未
満
）
＝
一
万
円
▽
祝

１８
金
＝
高
等
学
校
（
準
ず
る
学
校

を
含
む
）
に
進
学
し
た
方
＝
三

万
円
�
・
�
�
杉
並
区
社
会
福

祉
協
議
会
�
５
３
０
６
‐
１
０

１
０
へ 申

問
（福）

「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお
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�
�

１４年度１４年度保
険
料
の
通
知

◇
介
護
保
険
料
を
年
金

か
ら
差
し
引
か
れ
ず
、

個
別
に
お
支
払
い
い
た

だ
く
方
（
普
通
徴
収
）

　
　

年
度
の
介
護
保
険
料

１４
は
、　

年
４
月
１
日
に
賦
課

１４

し
、　

年
度
の
区
民
税
の
課

１４

税
状
況
な
ど
を
も
と
に
決
定

し
ま
す
。

　

区
民
税
の
決
定
は
毎
年
６

月
と
な
る
た
め
、
４
月
に
お

送
り
し
た
納
入
通
知
書
（
４

〜
７
月
分
）
は
、
前
年
度

（　

年
度
）
の
区
民
税
を
も

１３
と
に
仮
計
算
し
た
も
の
で

す
。

　

今
回
、
お
送
り
す
る
保
険

料
（
８
〜
３
月
分
の
８
か
月

分
）
の
通
知
は
、　

年
度
の

１４

区
民
税
の
決
定
に
伴
い
、
新

た
に
計
算
を
し
て
、
既
に
決

定
し
て
い
る
保
険
料
を
差
し

引
い
て
調
整
し
た
も
の
で

す
。

◇
介
護
保
険
料
を
年
金

か
ら
差
し
引
か
れ
る
方

（
特
別
徴
収
）

　

４
・
６
・
８
月
に
年
金
か

ら
引
か
れ
る
保
険
料
額
は
、

２
月
に
差
し
引
か
れ
た
保
険

料
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

　
　

年
度
の
区
民
税
の
決
定

１４
に
伴
い
、
新
た
に
計
算
を
し

て
、
保
険
料
額
が
変
更
に
な

っ
た
方
は
、　

月
以
降
に
差

１０

し
引
か
れ
る
保
険
料
で
調
整

し
ま
す
。

◇　

月
か
ら
新
た
に
年

１０
金
よ
り
差
し
引
か
れ
る

方
　

今
ま
で
保
険
料
を
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
で
お
支
払

い
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
、

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
杉
並

１４区
で
月
額
一
万
五
〇
〇
〇
円

以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
方
（
�　

歳
６５

に
な
っ
た
方
�
転
入
さ
れ
た

方
）。保

険
料
の
納
め
方

◇
「　

年
度
介
護
保
険

１４

料
納
入
通
知
書
」
だ
け

が
届
い
た
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
は
、
個
別
に
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る

方�
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ

る
方

◇
「
杉
並
区
介
護
保
険

料
納
付
書
兼
領
収
証
書
」

が
届
い
た
方

「
杉
並
区
介
護
保
険
料
納
付

書
兼
領
収
証
書
」
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

申
込
書
を
同
封
し
ま
す
。

（
手
続
き
に
二
カ
月
程
度

か
か
り
ま
す
）

給
付
制
限

　

介
護
保
険
料
の
未
払
い
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
介
護
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
、
通
常
一
割

の
利
用
者
負
担
が
三
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
費
用
を
い
っ
た
ん
全
額

支
払
う
こ
と
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

〈ボーイスカウト団員〉

連  絡  先主な集会場所募集団
久保　桂子
�３３２１‐１７７８

和泉・方南・和田・堀ノ
内周辺杉並第１団

宏林　知史
�３３２３‐０３２１

築地本願寺和田堀廟所
（永福１‐８‐１）杉並第２団

澤村　知則
�３３９６‐３２４４

桃井幼稚園
（清水２‐１８‐１６）杉並第３団

並木　俊久
�５９３０‐５２２８

カトリック荻窪教会
（高井戸東４‐１８‐１３）杉並第４団

門脇　栄子
�３３１２‐９０３０

カトリック高円寺教会
（高円寺南２‐３３‐３２）杉並第５団

国保　幸彦
�３３９７‐８８８７

桃井第三小学校
（西荻北２‐１０‐７）杉並第６団

森山　　弘
�３３０３‐０４４９

高井戸地域区民センター
（高井戸東３‐７‐５）杉並第７団

山中　喜美子
�３３３３‐２８１４

荻窪地域区民センター
（荻窪２‐３４‐２０）杉並第８団

渡辺　則子
�５９３０‐２７８６

浜田山教会
（浜田山４‐１０‐２５）杉並第９団

横田　孝子
�３３１３‐４７５０

立正佼成会
（和田２‐１１‐１）杉並第１０団

土岐　憲二
�３９９０‐７７６３

カトリック下井草教会
（井草２‐３１‐２５）杉並第１１団

纐纈　恵佐子
�５９３２‐０６８７

阿佐谷神明宮
（阿佐谷北１‐２５‐５）杉並第１２団

齊藤　統一
�３３１１‐０１０５

大宮八幡神社
（大宮２‐３‐１）杉並第１３団

こう けつ

�
介
護
保
険
課
資
格
保

険
料
係
�
５
３
０
７
‐

０
６
５
４

問
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�
住
民
税
（
特
別
区
民
税
・

都
民
税
） 

夜
間
電
話
相
談

　

納
期
内
に
納
付
が
で
き
な

い
、納
め
忘
れ
た
税
金
が
あ
る
、

分
割
で
納
付
し
た
い
な
ど
、
住

民
税
の
納
付
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

�
８
月
※
５
日
�
・
※　

日
１２

�
、
９
月　

日
�
・　

日
�
・

１２

１７

※　

日
�
の
午
後
５
時
〜
８
時

３０
（
※
印
の
日
は
住
民
税
を
納
付

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）
�
納

税
課
（
区
役
所
中
棟
二
階
）

戦
没
者
等
の
妻
の
方
お

よ
び
戦
没
者
の
父
母
等

の
方
へ

　

「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
」第
十
回
よ
号（
一

二
〇
万
円
）、
第
十
七
回
ほ
号

（
一
八
〇
万
円
）、「
戦
没
者
の

父
母
等
に
対
す
る
特
別
給
付

時

問

金
」
第
十
四
回
る
号
（
七
五
万

円
）、
第
十
六
回
と
号
（
九
〇
万

円
）
第
十
九
回
ろ
号
（
一
〇
〇

万
円
）
の
手
続
き
は
、
９
月　
３０

日
で
終
了
し
ま
す
。
ま
だ
、
請

求
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
地
域
福
祉
係
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

�
地
域
福
祉
係
ま
た
は
都
福

祉
局
指
導
援
護
課
�
５
３
２
０

‐
４
０
７
７

書
類
と
手
続
き
・
社
会

保
険
・
行
政
に
関
す
る

合
同
相
談
会

　

書
類
と
手
続
き
な
ん
で
も
相

談
、
労
働
・
社
会
保
険
相
談
、

行
政
相
談
の
三
つ
の
相
談
会
を

合
同
で
開
催
し
ま
す
。

　

�
８
月
９
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
�
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
�

無
料
�
当
日
、
直
接
会
場
へ
�

行
政
書
士
会
杉
並
支
部
�
０
１

２
０
‐
５
６
７
‐
５
３
７
、
社

問時
場

費

申

問

会
保
険
労
務
士
会
杉
並
支
部
�

３
３
８
０
‐
２
４
６
１
ま
た
は

区
政
相
談
課

�★
東
京
都
下
水
道
局
「
こ
ど
も

下
水
道
デ
ー
」

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
は
下
水

道
局
に
お
ま
か
せ
！
遊
び
な
が

ら
下
水
道
の
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。

　

�
８
月
６
日
�
〜
９
日
�
午

前　

時
〜
午
後
５
時
（
９
日
は

１０
４
時
ま
で
）
�
都
庁
第
二
本
庁

舎
一
階
臨
時
窓
口
北
側
（
新
宿

区
西
新
宿
２
―
８
―
１
）
�
下

水
道
の
し
く
み
を
調
べ
て
み
よ

う
、
顕
微
鏡
で
微
生
物
を
観
察

し
よ
う
、
廃
油
石
け
ん
づ
く
り

な
ど
�
無
料
�
・
�
都
下
水
道

� �

時

場

内

費

申

問

敷
地
後
退
や
隅
切
り
で

安
全
で
快
適
な
道
路
に

　

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業

は
、
狭
あ
い
道
路
を
建
築
基
準

法
で
定
め
ら
れ
た
幅
四
�
ま
で

広
げ
る
事
業
で
す
。

　

区
で
は
、
元
年
度
か
ら
「
狭

あ
い
道
路
拡
幅
整
備
条
例
」
に

基
づ
い
て
事
業
を
進
め
、　

年
１３

度
ま
で
に
延
べ
約
六
八
〇
〇
件

（
延
長
約
一
〇
〇
�
）
が
拡
幅

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

整
備
の
対
象
と
な
る
敷
地

は
、
次
の
う
ち
公
共
性
の
高
い

道
路
に
接
し
て
い
る
も
の
で

す
。

�
一
般
の
通
行
に
使
用
さ
れ
て

い
る
幅
一
・
八
�
以
上
四
�
未

満
の
道
路
に
接
し
て
い
る
敷
地

�
狭
あ
い
道
路
と
幅
六
�
未
満

の
角
で
交
わ
る
敷
地
の
角
（
隅

切
り
）

�
区
長
が
特
に
認
め
た
も
の

区
が
拡
幅
整
備
を
し 

費
用
も
助
成
し
ま
す

   
拡
幅
整
備
の
手
順
は
次
の
と

お
り
で
す
。

�
建
築
確
認
申
請
前
に
区
と
事

前
協
議

　

狭
あ
い
道
路
に
接
す
る
敷
地

に
建
物
を
新
築
・
増
改
築
す
る

場
合
、
建
築
確
認
申
請
を
し
よ

う
と
す
る
日
の
一
五
日
前
ま
で

に
、
区
と
後
退
線
や
拡
幅
整
備

に
つ
い
て
事
前
協
議
し
ま
す
。

�
後
退
部
分
の
用
地
等
の
整
備

　

建
築
主
な
ど
か
ら
承
諾
を
得

て
、区
が
後
退
部
分
の
用
地（
後

退
用
地
）
や
隅
切
り
部
分
の
用

地
（
隅
切
り
用
地
）
を
整
備
・

舗
装
し
ま
す
。

�
費
用
の
助
成

　

後
退
用
地
や
隅
切
り
用
地
内

に
あ
る
門
や
塀
の
除
却
や
、
ガ

ス
・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
移
設
な

ど
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。（
表

１
）

　

隅
切
り
用
地
を
区
に
寄
附
さ

れ
る
方
や
無
償
で
使
用
さ
せ
て

く
だ
さ
る
方
な
ど
に
は
奨
励
金

を
支
給
し
ま
す
。（
表
２
）

※
確
認
申
請
を
伴
わ
な
い
場
合

で
も
区
が
行
う
整
備
や
助
成

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

区
内
の
生
活
道
路
の
多
く
は
道
幅
が
四
ｍ
に
満
た
な
い
「
狭
あ
い
道
路
」
で
、
救
急
車
や
消
防
車
が
入
り
に
く
く
、

火
災
時
に
延
焼
し
や
す
い
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
区
は
、区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご

理
解
に
よ
り
「
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
道
路
整
備
課
へ
。

ああ
なな
たた
がが
つつ
くく
るる
安安
全全
でで
快快
適適
なな
道道

局
総
務
部
広
報
サ
ー
ビ
ス
課
�

５
３
２
０
‐
６
５
１
５
へ

★
教
育
映
像
祭
中
央
大
会
「
夏

休
み
こ
ど
も
映
画
フ
ェ
ア
」

　

�
８
月　

日
�
午
前　

時　

２３

１０

３０

分
〜
午
後
０
時　

分
�
虎
ノ
門

３０

ホ
ー
ル
（
千
代
田
区
霞
ケ
関
３

―
２
―
３
）
�
ア
ニ
メ
＝
「
そ

ば
の
花
さ
い
た
日
」
▽
児
童
劇

＝
「
い
の
ち
の
あ
さ
が
お
」
ほ

か
�
一
二
〇
〇
名
（
先
着
順
）

�
無
料
�
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面

記
入
例
参
照
・
代
表
者
の
み
）

に
大
人
と
子
ど
も
の
参
加
人
数

も
書
い
て
、
８
月　

日
ま
で
に

１６

東
京
都
小
学
校
視
聴
覚
教
育
研

究
会
「
夏
休
み
こ
ど
も
映
画
フ

ェ
ア
」
係
・
古
川
恵
子
（
〒　
１６５

‐
０
０
３
３
中
野
区
若
宮
３
―

　

―　

中
野
区
立
若
宮
小
学
校

５３

１６

内
）
へ
�
同
校
・
古
川
�
３
３

３
０
‐
１
４
２
５　

３
３
３
０
‐

FAX

１
４
２
６

★
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事

務
組
合
清
掃
工
場
見
学
会

　

�
８
月　

日
�
・　

日
�
／

１０

２４

午
後
１
時　

分
〜
３
時
�
杉
並

３０

清
掃
工
場
（
高
井
戸
東
３
―
７

―
６
）
�
五
〇
名
�
無
料
�
・

�
電
話
で
、
開
催
日
の
二
日
前

ま
で
に
東
京
二
十
三
区
清
掃
一

部
事
務
組
合
総
務
課
文
書
広
報

係
�
５
３
６
１
‐
３
６
１
６
へ

（
先
着
順
）

時

場

内

定
費

申問

時

場

定

費

申

問

　成田児童館では、毎
年夏休み前に、子ども
たち自身が企画と準備
をする、「おばけやし
き」を行っています。
　館内のホールを暗幕
で仕切って迷路を作
り、通路をブラックラ
イトでぼんやりと照ら

します。そして、コース上には小学 ３年生から６年生の ５つのグ
ループが、おばけに 扮 し、仕掛けを作って待ち受けています。子ど

ふん

もたちは、職員や大学生・中学生のボランティアに手伝ってもらい
ながらおばけに変身。お客もおばけも大はしゃぎでした。

―７月 １３日、写す。
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�����������������

ê
口
さ
け
女
や
狼
娘
た
ち
の
晩
さ
ん
会

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
に
ご
協
力
を

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
に
ご
協
力
を

〈表１ 拡幅整備助成金〉
助成費用内　　容助成項目

１¤あたり　  ５，０００円後退用地内にある門または塀などを除去し、道路築造に
支障のない形態とする除去費用

門または塀な
どの除去費

１本あたり　１３，０００円
後退用地内にある樹木の、目の高さで幹回りが１５⁄以
上、樹高が２¤以上のもので、移植しても枯れる恐れの
ないものの移設費用

樹木の移設費

施設利用者が負担すべき
とされる費用相当額

後退用地内にあるメーター・敷地内集水ますなどの障害
物撤去・移設工事に要する費用

障害物撤去・
　　　移設費

施設利用者が負担すべき
費用の２分の１

後退用地および塀などの移設位置にある設備配管の撤
去・移設に要する費用

配管撤去・
　　　移設費

（高さ）　（１¤あたり）
０．５¤以上＝  ２２，０００円
１．５¤以上＝  ７６，０００円
３．０¤以上＝２１０，０００円

後退用地内にある擁壁の解体および後退済みの敷地内に
設置する費用 擁壁 工事費

ようへき

　　　　　　１０，０００円条例に基づく助成金などの申請手続き費用事務手続費用
〈表２ 隅切り奨励金〉

金　　額種　　別
１カ所につき３００，０００円寄附または無償使用承諾により杉並区管理となるもの

１カ所につき  ５０，０００円東京都建築安全条例第２条による隅切りで、道路と一体として
所有者管理となるもの

〈整備方法〉

粗大ごみの申込み

杉並区粗大ごみ受付センター

@５３１１‐５３００
【受付時間】午前８時～午後７時
※土・日曜日・祝日も申し込みできま
す（年末年始を除く）。
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、８月１日午前８時か
らハガキの締め切り日の午後１１時までです。

�

�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ラジオ体操大会
　�８月２５日∂午前６時集合（雨天の場合は午前６時１５分）�新泉小学校（和泉
１‐４４‐２６）／雨天の場合は同校体育館�区内在住・在勤・在学の方�無料�
当日、直接会場へ�区ラジオ体操連盟・永野�３３３３‐８０２８
�区民体育祭秋季大会
◇ライフル射撃
　�９月１日∂午前９時～午後４時�埼玉県長瀞総合射撃場（埼玉県秩父郡長瀞
町野上下郷２３９５‐１）�種目＝ＳＦＲ‐３Ｐ１２０、ＳＦＲ‐Ｐ６０、ＡＲ‐Ｓ６０、
ＡＲ‐Ｐ６０、ＡＰ‐６０、ＨＲ‐６０（１人２種目まで）�区内在住・在勤・在学ま
たは区ライフル射撃協会会員で銃所持許可者�ＳＢの部＝４０００円、ＡＲの部＝
２０００円�８月２０日までに振替用紙の通信欄に参加種目を記入し、参加費を郵便局
「００１１０‐７‐４８３６１杉並区ライフル射撃協会事務局」へ振り込み�同協会・全�
３３１８‐０１２０
◇バドミントン（レディースの部）
　�９月１０日∏・１２日∫午前９時～午後7時�荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）、
上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）�種目＝１・２・３部複�１組
２０００円を郵便局「００１３０‐８‐７２４１１７杉並区バドミントン連盟」へ振り込み�郵
送で、申込書（区立体育施設にあります）と振替受領書のコピーを８月２６日まで
に区バドミントン連盟・宇田川孝（〒１６６‐００１５成田東４‐３８‐２０ミカド運動具
店内）へ�同連盟・宇田川�３３１３‐８５５１（午前１０時～午後５時）
◇バレーボール
　�９月１５日～１１月２４日の日曜日午前９時～�区立中学校、上井草スポーツセン
ター（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤の方で編成されたチーム（大学の登
録チームと高校生以下は除く）�種目＝一般男子・女子（６人制）／家庭婦人、
ＰＴＡ、シニア男子４０歳以上・女子５０歳以上（９人制）�１チーム３０００円（代表
者会議の時）�申込書（区立体育施設にあります）を８月２３日（必着）までに区
バレーボール協会・矢口ますみ（〒１６７‐００２１井草３‐８‐１５）へ�同協会・矢
口�５９３４‐６２６５�代表者会議を９月７日º午後６時から上井草スポーツセンター
で開催します
�区民体育祭冬季大会
◇サッカー
　�９月２２日～１２月２２日の日曜・祝日午前９時～午後５時�井草森公園運動場
（井草４‐１２‐１）、上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）、下高井戸運
動場（下高井戸３‐２６‐１）�種目＝高校の部、一般の部、シニアの部�高校の
部は区内高校の学校代表チーム、一般の部は区内在住・在勤で１８歳以上の男子
（高校生は除く）、シニアの部は、区内在住・在勤で４０歳以上の男子�１チーム
８０００円�・�８月１５日∫までに区サッカー連盟・大槻�３３１１‐２７６３へ
�区民友好チーム 卓球大会
　�９月 ２２日∂午前９時～（区後援）�荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）�種目
＝男女別チーム戦（４単１復・男子チームに女子補充可）�区内在住・在勤・在
学または区内のクラブに所属し、東京卓球連盟に加盟している方�１チーム３５００
円�９月１１日（必着）までに、A定額小為替、切手または現金書留で区卓球連盟
事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐７‐１ñタマス）へ郵送Bñタマスへ直接申
込みC連盟役員に依頼�同連盟・大沼@３３１４‐６６２４（午前９時～午後５時）

�

�パドルテニス　○す 教室番号１５０１
　�９月１０日～１０月２９日までの毎週火曜日、午前９時～１１時（計８回）�大宮前
体育館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�３０名（抽選）�
１６００円�往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、８月１２日（必着）
までに大宮前体育館（〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１）へ�同体育館�３３３４‐４６１８
�バウンドテニス　○す 教室番号１５４７
　バウンドテニスを通して楽しみながら健康維持増進と技術の向上を目指しませ
んか。
　�９月５日～１０月２４日の毎週木曜日、午後１時～３時（計８回）�高円寺体育
館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�１６００
円�往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、８月１２日（必着）まで
に高円寺体育館（〒１６６‐０００３高円寺南２‐３６‐３１）へ�同体育館�３３１２‐０３１３
�A託児（３歳～就学前）ありB車およびバイクでの来館はできません
�トリムエクササイズ　○す 教室番号１５５９
　ストレッチ体操を取り入れたエクササイズで、音楽に合わせていい汗を流しま
せんか。
　�９月１７日～１０月２２日の毎週火曜日、午後１時～３時（計６回）�荻窪体育館
�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�８０名（抽選）�１０００円
�往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、８月１５日（必着）までに
荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ �同体育館�３２２０‐３３８１�託児
（３歳～就学前）あり
�ソフトボール　○す 教室番号１５７７
　ソフトボールで健康増進と交流をはかりませんか。
　�９月６日～１０月２５日までの毎週金曜日、午後７時～９時（計７回）�下高井
戸運動場�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�５０名（抽選）
�２１００円�往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、８月１２日（必
着）までに下高井戸運動場（〒１６８‐００７３下高井戸３‐２６‐１）へ�同運動場�
５３７４‐６１９１�託児（３歳～就学前）あり
�気功　○す 教室番号１６０７
　心身の健康を得るための鍛錬法を学びながら、体力と健康の増進をはかりませ
んか。
　�９月１２日～１０月１７日の毎週木曜日、午後７時～９時（計６回）�妙正寺体育
館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�１０００

競技大会
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スポーツ教室　○す …すぽーつ・ねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます

時 場
対 定 費
申

問

時 場
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問
他

時 場
対 定 費
申

問 他

時 場
対 定

費 申
問

他

時 場
対 定 費

円�往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、８月１９日（必着）まで
に妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ�同体育館�３３９９‐４２２４
�ラージボール卓球　○す 教室番号１６２３
　�９月１２日～１０月１７日の毎週木曜日、午前９時～１１時（計６回）�永福体育館
�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�１３００円
�往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、８月１５日（必着）までに
永福体育館（〒１６８‐００６４永福３‐５１‐１７）へ�同体育館�３３２８‐３１４６
�バドミントン　○す 教室番号１６３７
　�９月１３日～１１月１日の毎週金曜日、午後７時～９時（計８回）�上井草スポ
ーツセンター体育館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名
（抽選）�２４００円�往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、８月１２
日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ
�同センター�３３９０‐５７０７�託児（３歳～就学前）あり
�ストレッチ体操　○す 教室番号１６６３
　日ごろの運動不足を解消しませんか。
　�９月１２日～１０月１７日の毎週木曜日、午前１１時～午後１時（計６回）�大宮前
体育館�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者�４０名（抽選）�
１０００円�往復ハガキ（２面記入例参照）に生年月日も書いて、８月１２日（必着）
までに大宮前体育館（〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１）へ�同体育館�３３３４‐４６１８
�太極拳・長拳講習会（武式太極拳とスピーディな長拳の基本と型）
　�９月３日～２４日の毎週火曜日、午後７時～９時（計４回・区後援）�上井草
スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤・在学の方�５０名（先
着順）�無料�・�往復ハガキ（２面記入例参照）に太極拳・長拳の選択も書
いて、８月２６日（必着）までに区太極拳連盟・下川和久（〒１６７‐００４２西荻北３
‐５‐６‐６０３@５９３０‐２５７０）へ�体育館履きをお持ちください
�いきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（A成人病予防BシェイプアップC体力アップ）を作成し、健康づくりのア
ドバイスを行います。なお、受付からアドバイスまで約１時間かかります。
　�８月１８日∂午前９時～午後６時�上井草スポーツセンター・トレーニングル
ーム（上井草３‐３４‐１）�区内在住・在勤・在学で１６歳以上の方�２０組（個人
およびペア可）�無料（入場料４００円）�・�電話で、希望受付時間（受付時間
は午前９時～２０分ごとに１組）を上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ（先着
順）
�

�中高年のためのトレッキング教室
　トレッキングをはじめる方を対象に、花の百名山・根子岳の登山を通して山登
りを安全に楽しむための基本的な技術・知識を身につけるとともに、野草・野鳥
観察など大自然の楽しみ方を学びます。
　�９月１４日º～１５日∂（１泊２日・午後９時帰着）。なお、９月４日πにオリ
エンテーションがあります（午後７時～９時）�集合・解散＝ 区役所前／宿泊
先＝区立菅平学園（長野県小県郡真田町大字長字十ノ原１２７８）／ オリエンテーシ
ョン＝荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）�区内在住・在勤・在学で４０歳以上６５歳未
満の初心者�４０名（抽選）�１万６０００円（バス代・宿泊代など）�往復ハガキ
（ ２面記入例参照・２名まで連記可）に生年月日も書いて、８月１６日（必着）ま
でにú杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ
谷ビル８階）へ�同財団@３３１２‐２１１１（区代表）�A登山には、トレッキングシ
ューズが必要ですB当日の天候によっては、登山できない場合があります
�歩っ人（ほっと）すぎなみ  山歩きプランニング講習会
　「連れて行ってもらう」山歩きを卒業しませんか！（基本からプランニングま
で）
　山歩きを愛好している人を対象に、小グループで楽しむ山歩きを｢自分たちでプ
ランニングして行く｣ことができるように、必要な知識と技術を学びます。
　�・�・�下表のとおり（計９回）�全課程３０名、講義のみ４０名（抽選）�
無料（実施に伴う交通費や傷害保険料等は自己負担）�・�講義のみの受講も
可。往復ハガキ（２面記入例参照）に全課程か講義のみのどちらか、および最近
どのくらい山歩きをしているかも書いて、８月１６日（必着）までに社会体育係へ
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〈歩っ人（ほっと）すぎなみ　山歩きプランニング講習会〉
内容・講師日時／会場

山登りの３要素（計画･実行･記録の整理）
歩き方と日帰り装備など

山歩きライター　打田　�一

９月１日∂午前１０時３０分～午後４時／
荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）

山から学ぶA（地図を読む） 
山歩きライター　打田　�一

　　８日∂午前９時～午後３時／
六つ石山（奥多摩）

山でバテないための生理学A（上手な歩
き方・呼吸法）

スポーツドクター　塩田　純一

　　１８日π午後７時～９時／
産業商工会館（阿佐谷南３‐２‐１９）

山でバテないための生理学B（暑さ寒さ
対策・山での食事）

スポーツドクター　塩田　純一

　　２５日π午後７時～９時／
荻窪体育館

山から学ぶB

山歩きライター　打田　�一
　　２９日∂午前９時～午後３時／

矢平山（四方津周辺）

山岳救助隊の現場から
青梅警察署山岳救助隊副隊長　金　邦夫

１０月２日π午後７時～９時／
荻窪体育館

プランニング実践グループごとに日程・場所を決める
小グループ活動実践のために
実践発表準備作業

　　３０日π午後７時～９時／
荻窪体育館

実践発表１１月６日π午後７時～９時／
荻窪体育館

【凡例】 �＝日時　� ＝場所　� ＝内容　� ＝講師　� ＝対象　� ＝定員　� ＝参加費　� ＝申し込み　� ＝問い合わせ　� ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他
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平成１４（２００２）年８月１日（木曜日）
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【福　祉】
�淡交会第七西支部＝
１００，０００円�杉並区ゴル
フ連盟＝１００，０００円
【その他】（カラス対策
費）� 荻 窪 郵 便 局 ＝
７１，６００円

５月～６月のご寄付

ありがとう
ございました

（敬称略・順不同）

◆９月の胃がん検診◆
申し込み方法対象実施日時会場・定員・費用

希望日の２週間前の火曜
日までにハガキで杉並区
医師会胃がん検診担当
（〒１６６‐０００４阿佐谷南３
‐４８‐８�３３９２‐４１１４）
へ。問い合わせは、健康
推進課�３３９１‐１０１５へ。

３５歳以上
の区民

９月の木・金・
土曜日
午前９時～
　　　午前中

保健医療センター
（荻窪５‐２０‐１）
定員＝４０名
費用＝１０００円

（注）１．４月から検診費用の一部（１０００円）を負担していただくこと
になりました。受診会場でお支払いください。なお、生活保護受
給世帯の方は負担金が免除されます。２．次のA～Dに該当する
方は、申し込みはご遠慮くださいA胃の手術を受けたことのある
方B現在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過観察中の方
C妊娠中の方（または妊娠の可能性のある方）Dおおむね１年以
内に区実施の胃がん検診を受けた方。３．ハガキ（１人１枚）に
「９月の胃がん検診」と明記し、住所・氏名（フリガナ）・生年
月日・年齢（１５年３月３１日現在）・受診希望日を書いて申込先へ
（締切日必着）。４．申し込み多数の場合は、抽選。受診の可否・
受付時間は、後日連絡します。
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　まもなく、広島と長崎の５７回目の原爆の日を迎えます。

　戦争や核兵器による惨禍を二度と繰り返さないために、原爆死没

者・戦没者のめい福と世界の恒久平和の実現を祈念し、それぞれの

時刻に合わせて、１分間の黙とうをささげましょう。

　家庭や地域、職場で平和の尊さを見つめ直し、平和への誓いを新

たにしてください。

▽広島＝８月６日�午前８時１５分 ▽長崎＝８月９日�午前１１時２分

▽全国戦没者追悼式＝８月１５日�正午

　平和への願いを込めて、広島・長崎の原爆被

爆写真パネルと１３年度ポスターコンクール入賞

作品の展示を行います。

　�８月４日�～１５日�、午前９時～午後８時

（７・８日は５時まで）�セシオン杉並（梅里

１‐２２‐３２）�当日、直接会場へ�今回展示す

る写真パネルと東京大空襲写真パネルを貸し出

しています�男女共同参画推進担当
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ままちちとと調調和和ししたた新新ししいい産産業業のの創創業業をを促促すすたためめ、、高高速速のの通通信信環環境境

がが整整備備さされれたたオオフフィィススをを低低廉廉なな料料金金でで提提供供ししまますす
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　区では、住環境に負荷を与えないで成長していくことが
可能な、情報通信、コンピュータソフト、コンテンツ、環
境、リサイクル、防災、住宅、医療、福祉、介護、健康、
住宅、教育などに関連する産業分野を「みどりの産業分野」
としています

◇みどりの産業分野とは

原爆被爆写真パネル・平和ポスター展

平和への祈りを込めて黙とうをささげましょう

杉
並
区
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和
都
市
宣
言
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緊緊急急医医療療のの案案内内
休日などの急病診療など

土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電
話でご相談ください。

東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り �５２７２‐０３０３　　　
東京消防庁災害救急情報センター�３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

●平　　　日…午後７時３０分～午後１０時３０分
（小児科のみ）

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

●日曜・祝日…午前９時～午後５時

●平　　　日…午後７時３０分～午後１０時３０分
●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

� �３３９１－１５９９外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

�３３９８－５６６６歯 科 �

�３３９１－５５３９調 剤 薬 局 �


